
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ひかり～       

中村小学校学校だより No３９ 

平成３１年３月５日   文責：校長 宮﨑  

  

３月生活目標：１年間の締めくくりをしよう 

６年生 ３校児童交流会 -中村小 東山小 中村南小- 

２月２８日に、市立中村中学校の校区３校の小学校の６

年生が、本校体育館で交流学習を行いました。現在の６

年生の児童数は、中村小３９人、東山小３２人、南小３

０人です。中村南小児童の「はじめの言葉」で始まり、

８班に分かれて自己紹介し合いました。その後、新聞を

使ったゲームやフラフープ送り等のレクリエーションを

したり、ドッジボールをしたりして楽しい交流の時間を

持ちました。子どもたちは、はじめは緊張していた様子

でしたが、交流が進むにつれ明るい笑顔があふれ、新し

い友だちとの出会い、ふれあいを楽しんでいました。 

 

 
 

ドッヂボールをして交流を深めました。 こちらもフラフープ送り。手をしっかりとつないで。 

 

 

 

終わりの言葉で、中村小児童が締めくくりました。 

フラフープ送り。上手く送れています。 

お題に出された言葉を新聞記事から見付けています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度 児童会役員決定 新旧役員あいさつ～ 
 

まず、今年度、後期役員として活躍してくれた５人の振り返りを紹介します。毎週ある児童朝

会では、大きな声で号令をかけ、気持ちのよい１週間の始まりをつくってくれました。前期役員

の取り組みを引き継ぎ、全校レクレーションや『４つの「あ」』の取組の中の特に「あいさつ」に

力を入れ、玄関前で児童会以外の子どもたちもあいさつ運動に参加してくれるようになり、あい

さつ運動の輪が全校に広がりました。また「全校レクレーション」を何度も計画実施してくれた

り、人権参観日には、見事な司会進行と共に「みんなが仲の良い笑顔あふれる中村小学校」にする

ための取組のプレゼンをしてくれ活躍してくれたりしました。本当にありがとう。ご苦労様でした。 

【児童会長：６年 今津 美咲さん】 

 私は今まで児童会役員をして、臨機応変に話

すことができる力が付きました。この半年間で

「みんな仲よく 笑顔いっぱいの中村小学校」

にするために、特に全校レクレーションに力を

入れました。例えば、みんながバラバラになっ

てしまう鬼ごっこではなく、形を変えたドッヂ

ボールを行いました。その結果、全校レクレー

ションに参加してくれる人が前よりも多くな

り男女関係なく遊んでいる姿が多く見られる

ようになりました。この半年間中村小学校の代

表として、全校をまとめ、引っ張ってきました。

とてもいい経験になりました。今までありがと

うございました。 

【副会長：６年 山﨑 結羽さん】 

 私は副会長になって「何事にも積極的に取り

組む力」が身に付きました。中村小学校の目標

の「みんな仲よく笑顔いっぱいの中村小学校」

を目指して頑張りました。取り組んでいると、

学年男女関係なく遊んでレクレーションを楽し

みにしている人が増えてきています。このよう

な活動を今後も続ける中村小だとよいと思いま

す。半年間ありがとうございました。 

【副会長：５年 山本 花乃さん】 

 私は今まで児童会副会長をして、特にあいさ

つ運動に力を入れてきました。「一度止まって」

「相手を見て」「大きな声で」の３つをしっかり

とできるようにあいさつ運動をしました。する

と少しずつできてきて、笑顔であいさつをして

くれるようになったのでうれしかったし、とて

もやりがいがありました。他にも全校レクレー

ションなどで、仲を深めて笑顔いっぱいの中村

小学校に近づけたと思います。児童会のみんな

と協力しながら色々なよい経験ができたのでよ

かったです。半年間ありがとうございました。 

【書記：６年 高橋 瑛人くん】 

 この半年間、書記をさせていた 

だきました。ぼくは４つの「あ」のあいさつを

特に頑張りました。続けるとしっかり立ち止ま

って目を見てあいさつをしてくれる人が増え

てきました。そして明るい学校になったと思い

ます。この半年間ありがとうございました。 

【書記：５年 民部 琴葉さん】 

 私は、児童会書記の役員をして良かったことが

２つあります。１つ目は、前はあまり大きな声を

出すのが苦手だったけれど、大きな声を出すのに

あまり緊張しなくなったことです。２つ目は、地

域の人にもほめられるくらいあいさつができるよ

うになってきたことです。次の委員会活動でもこ

のことを生かしながら頑張っていきたいです。半

年間、ありがとうございました。 
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【児童会長：５年 山本 花乃さん】 

 半年間、会長をさせていただくことになりま

した。私は後期役員のときに４つの「あ」の「あ

いさつ」には力を入れてきました。でも「あん

ぜん」と「あとしまつ」ができていないので、

４つの「あ」を全てできるようにしたいと思っ

て立候補しました。これから半年間で４つの

「あ」をすべてできるようにするために色々な

取り組みをしていきたいと思います。半年間よ

ろしくお願いします。 

【書記：４年 杉本 茉優さん】 

 私は書記になりたくて立候補しました。書記

に選ばれたので、全校レクレーションとあいさ

つ運動に力を入れたいです。みんなが仲よくで

きることと、あいさつができるようにしていき

たいです。中村小を引っ張っていきます。書記

になったので期待にこたえて頑張りたいです。 

【副会長：４年 水野 優羽さん】 

 私は、選挙演説で「児童会長の手助けをし、

書記さんと一緒に学校を引っ張っていく」とい

うことを言いました。４つの「あ」を全校が完

ぺきにして１年～６年までが仲よくしていき

ます。あいさつ運動でみんなを笑顔にしていき

ます。そのためにたくさんの努力をしていき、

頼れる副会長になりたいです。一生懸命頑張る

のでよろしくお願いします。 

【書記：５年 白石 沙綺さん】 

 私は、中村小学校を日本一の学校にしたいと

いう気持ちがあったので、立候補しました。私

は演説の時にも言ったように、日本一の学校に

するために４つの「あ」が全校のみんなができ

るようにしていきたいと思います。 

 これから半年間よろしくお願いします。 

【副会長：４年 山﨑 遼くん】 

 ぼくは、児童会副会長になりました。ぼくは、 

みんなが楽しめる全校レクレーションといじ

めのない学校にすると、選挙のときにみんなに

約束しました。だからぼくは、学年関係なく遊

べるレクレーションを考えたいです。 

 

来年度４月からの頼もしい児童会役員を紹介します。 

四万十市立中村小学校 校歌 

作詞 勝 承 夫  
作曲 平井康三郎 

 

１ みどりつらなる 山々よ 
波も清らな 四万十川よ 

  ながれに育つ 若鮎も 
  おどる中村 希望の町に 
  かがやく母校 楽しいわれら 
 
２ 由緒なつかし 松風に 
  思う昔も 平和の都 
  明るい夢も 満ちわたる 
 自治の中村 学びの庭に 

   なかよくのびる 楽しいわれら 
 
３ 仰ぐ青空 一条の 
  宮の森から 小鳥が巣立つ 
  力と意気の 湧くところ 
  花の中村 栄えある町に 
   かがやく母校 楽しいわれら 

中村小学校のキャラクター決定！  

 児童会広報委員会が、「中村小学校校歌から

イメージできるキャラクター」ということで募

集し 150 点の応募がありました。広報委員 20 

名と教職員で審査した結果、下にあるキャラク

ターに決定しました。このキャラクターは、６

年生の山﨑結羽さんが考えたものです。本校の

色々な広報活動の際に使用していきます。 

 

１番歌詞から 

「鮎ちゃん」 

２番歌詞から 

「学ぶくん」 

３番歌詞から 

「宮ちゃん」 

 


